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　第４回検討会を開催しました

自転車で繋ぐ町づくり検討会の第４回を、平成16年2月3日火曜日に仙南村農村環境改善センターに
て開催し、住民組織、事業の補助の可能性、具体的施策等について議論しました。

■　住民組織事例
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• 継続的な活動とするために町民団体「サイクル
エコクラブ」を設立

• 設立にあたり町が参加を呼びかけ補助金を交付
• 現在はイベント等の参加費等のみで運営

自転車に関する取り組みを実施している他の
自治体の状況を踏まえ住民組織づくりについ
て議論しました。他の自治体の状況は以下の
とおりです。

• 自転車に特化した団体は存在しない
• レンタサイクル事業は観光協会に委託
• レンタサイクルは町外観光客の利用が多い。

• 自転車に特化した団体は存在しない
• サイクリングイベントを町が主体となって
開催したが継続していない

■　具体的施策と地域のゾーニング

①自転車ロードレース等のイベント開催①自転車ロードレース等のイベント開催

３町村を対象に、以下の４つの視点からゾーン分けする案が提示されました。
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★ご意見・お問い合わせは下記までお願いします。

　六郷町役場　企画課　
　〒０１９－１４０４
　秋田県仙北郡六郷町六郷字上町２１
　℡０１８７－８４－１１１１
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　〒０１９－１４０４
　秋田県仙北郡六郷町六郷字上町２１
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　当検討会は、六郷町、千畑町、仙南村の「自転車で
繋ぐ町づくり」を実現するために、地域の皆様のお考
えを十分に反映させながら、今後も検討を進めて参り
ます。

　今後の予定・お問い合わせなど・・・・・

第５回検討会（町づくりの具体化と実現方策）

ルートの設定と準備の考え方、住民組織案について検
討します

第６回検討会（町づくりの実行に向けて・・・）

検討会における議論を踏まえた自転車で繋ぐ町づくり
の計画案を確認します。

■　住民組織について

（3月2日開催予定）

（3月下旬開催予定）

　第４回検討会における意見

• ３町村には自転車に関する住民組織がない。
• ３町村では、自転車で繋ぐ町づくりを推進して
いくという共通の方向性をもっているが、新町
で推進し、実現するためには住民の協力が不可
欠である。

• 六郷町のＴＭＯ（タウンマネージメント機関）
の参加の可能性を検討すべき。

• 観光協会、体育協会と話し合う必要がある。
• ロードレースを開催するのであれば、レース開
催にあわせ組織を設立するという方法もある。

検討会の開催状況

■　事業の補助等について

• 自転車で繋ぐ町づくりを実現化するにあたっ
て必要となる事業に関する国からの補助の可
能性について議論しました。

• 可能性のあるものとして、国土交通省の社会
実験（場所や期間を限定して施策を試行、評
価する実験）や特定交通安全施設等整備事業
などが紹介されました。

■　事業化について

• 社会実験として採択されるような計画を検討す
べきか、全体のまちづくりの計画を検討すべき
かという選択になるが、まちづくりを優先すべ
きではないか。

• ロードレースコース設置を含めたまちづくりと
いうのは先進的であり社会実験計画のひとつに
なるのでは。

• 先進性にはソフト的なものも含まれる。地域の
活性化という点から自転車を活用することを検
討すべきではないか

• ３町村には国道という壁がある。どちらかとい
うとソフト施策を望む声が多いのではないか。
今現在バラバラな町（市街地）を自転車で繋ぐ
その一環としてレースがあるという位置づけの
方がよいのではないか。

■　ロードレース等のイベントについて

• 先進性の観点からロードレースを、という意見
があるが、社会実験としてロードレースを開催
するのは困難であると思われる。

• ロードレースに限定しなくてもいいのでは。
• ３町村の独創性を表に出すべきではないか。ど
こにでもあるようなサイクリングロードでは意
味がない。常設コース、すなわちサイクリング
ロードであり、レースコースでもあるという方
がよい。

• ロードレースの開催はクリアすべき条件がたく
さんある。

• 厳しい条件をクリアするには、ロードレースで
はなく、サイクリング、ツーリングといった形
の方がよい。住民参加が前提であれば、レース
としない方がよい。

• 通常のサイクリングロードではなく、ロードレ
ースとして取り組むのであれば、条件をクリア
できることを確認するのが先決である。

• 北日本チャレンジロードレース開催時は住民か
ら不満の声があった。一番重要で必要なのは、
住民の意識、理解。


